
⑥コミュニケーションツール
（メッセージ・お知らせ・掲示板・チャット）

ネット配信授業実施における授業担当者と受講生の
「双方向性担保」の一例とし てご利用ください。
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（１） e-classご利用時の注意事項

2

科目一覧画面で「注意事項」を選択します。
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（２）メッセージの送信方法 ①

メールアイコンをクリックします。

3

新規作成をクリックして
宛先の[ユーザリストから選ぶ]を
クリックします。



（２）メッセージの送信方法 ②−1

対象者にチェックを付け「選択したユーザを宛先
に追加」をクリックします。

4

件名、メッセージ本文を
入力して「送信」を押します。



「メッセージをメールでも送信」にチェックを付
けると、学生が登録しているメールアドレスにも
コピーが送信されます。宛先を確認して「送信」
を押します。

添付ファイルが10MB以上の場合正しく送信出来
ない場合があるので、ファイルサイズは10MB未
満にしてください。

なお、メッセージの返信はe-classからのみとなり
ます。e-classからのメッセージをメールで返信は
できませんのでご注意ください。
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（２）メッセージの送信方法 ②−2



お知らせは教員から一方的な周知になりますが、掲示板との違いを理解するために説明

いたします。

お知らせは対象となる授業の履修者全員に掲示されます。ただし、メッセージのように

「メールでも送信」機能はありませんのでご注意ください。
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（３）お知らせの掲示方法 ①



（３）お知らせの掲示方法 ①

メールアイコンをクリックします。

7

新規投稿をクリックします。



（３）お知らせの掲示方法 ②

タイトル、本文を入力して「公開」を押します。

8

公開予定日、公開終了日の設定も可能です。
入力後に「公開」ボタンをクリックすると公開
されます。「下書き保存」をクリックすると
内容は公開されません。
また公開後であっても、後から編集可能です。



（４）掲示板の作成方法 ①

「教材を作成する」から「掲示板」を
選択します。
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（４）掲示板の作成方法 ②

必須項目の「タイトル」へ「質問場所」
と入力します。

ラベルは「第１回」を指定します。
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（４）掲示板の作成方法 ③

「メッセージの投稿を許可する」では、投稿を許
可するユーザ権限を設定出来ます。

「匿名での投稿を許可」では、「する（投稿者本
人と科目管理者に公開）」の場合は、投稿した
ユーザの名前が科目管理者と投稿者本人にのみ表
示されます。
「する（投稿者のみ）」の場合は、投稿したユー
ザの名前が投稿者本人にのみ表示されます。

「新規投稿があったらメールで知らせる」を「す
る」へ指定すると、投稿があるたびに科目管理者
へ電子メールが送信されます。

「投稿されたメッセージを'保留'にする」を「す
る」へ設定すると、ユーザが投稿後に科目管理者
が許可をするまでは投稿が保留となります。

コミュニケーションツール作成をクリックします。
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（５）掲示板へ投稿する ①

作成した掲示板へ投稿してみ
ましょう

先ほど作成した「質問場所」
をクリックして掲示板を開き
ます。
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（５）掲示板へ投稿する ②

「新しい質問/テーマの投稿」を
クリックします
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タイトルとメッセージを入力して
「投稿」をクリックします。



（６）学生として掲示板へ投稿する ①

学生としてログインをして、
作成した掲示板へ投稿してみ
ましょう

「学生としてログインする」
をクリックします。
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（６）学生として掲示板へ投稿する ②

15

先ほど作成した「質問場所」
をクリックして掲示板を開き
ます。

「質問がある方はこちらへ」を
クリックします



（６）学生として掲示板へ投稿する ③
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メッセージを入力して「投稿」を
クリックします。

「返信する」をクリックします。



（７）チャットの作成方法 ①

「教材を作成する」から「チャット」を
選択します。
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（７）チャットの作成方法 ②

18

必須項目の「タイトル」へ
「意見交換の場所」と入力します。

ラベルは「第１回」を指定します。

「投稿者名を匿名にする」では、
「する（投稿者本人と科目管理者に
公開）」を設定すると、投稿した
ユーザの名前が科目管理者と投稿者
本人にのみ表示されます。

コミュニケーションツール作成をク
リックします



（ 8 ）FAQ
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科目一覧画面で「FAQ(ご利用前にご一読ください)」
を選択します。
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